





































































Howard他（1982）による Social Humanistic Ideologyはソーシャルワーク専攻の学生の
人間的な態度の測定のために開発され、調査結果をもとに因子分析を行った結果「社会正
義」「個人の自由」「人間性」「人権」をその構成要素とした。その構成概念を肯定する形
で、Abbot（1988）の開発した Professional Opinion Scale（以下、POS）を開発し探索
的因子分析の結果から 4つ下位尺度「基本的権利への敬意」「社会的責任」「個人の自由へ
の関わり」「自己決定の支援」に確定した。アボットは、その後改良を加え確証的因子分


























































































service to humanity 人間の奉仕（貢献） ○ ○ ○ ○
social justice 社会正義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
dignity and worty of the 
person 人間の価値と尊厳 ○ ○ ○ ○ ○
importance of human 
relationships 人間の関係の重要性 ○
integrity 誠実 ○ ○ ○ ○
competence 専門性 ○ ○ ○ ○
individual autonomy and 





human nature 人間性 ○
human rights/ respect for 
basic rights 人権⁄基本的権利への敬意 ○ ○
self determination/support of 
self-determination 自己決定⁄自己決定の支援 ○ ○



















向性調査を郵送法にて行なった。実施期間は 2006年 12月から 2007年 1月。最終的に
661名から回答。回収率は 36.9％。そのうち価値志向性の尺度（41項目）に欠損値があ

















　基本属性は表 2のとおりである。有効回答者の構成は男性 223（37.4％）女性 390
















性　　別 男 233 37.4
女 390 62.6
平均年齢 41.03　SD11.84










































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
s4人の喜びや悲しみを共に分かち合いたいと思う .727 -.025 .065 -.033
s2人の役に立ったり、人を助けたりすることに充足感を見出す .699 .033 -.022 -.077
s3人の生き様を深く知って、心から共感を覚えることがある .695 -.117 .010 -.020
s10人を助ける仕事にやりがいを感じる .685 .082 -.072 .096
s6困っている人を見る放っておけない気持ちになる .540 .060 .068 .079
s30職業に就くなら社会全体にも役立つ仕事をするべきだ .000 .843 -.036 -.043
s8働くならば社会に欠く事のできない仕事をするべきだと思う .000 .808 -.028 -.008
s16仕事を通しての社会に大きな貢献をするべきだ -.022 .649 .026 .081
rs11政府は貧困者に対して支出しすぎている -.038 -.093 .611 .074
s5すべての人に一定所得は保障されるべきだ -.005 .149 .606 .001
s26貧富の格差は、所得の再配分を行なうことにより縮小するべきだ .006 .145 .553 -.070
s37野宿している人は本人自身に問題がある -.012 .170 -.545 -.008
s28罪を犯した人の社会復帰を支援する上で主要な責任は、国が
負うべきだ
.090 -.005 .304 -.039
s36自費でも仕事の技術を学ぶ研修に参加するべきだ -.009 -.021 .024 .653
s35仕事には誇りを持って臨むべきだ .001 .046 -.030 .616
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